
YAWARAKA 先生のテキスト 解答 ③３ 極限

標準問題 
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発展問題

③発-1-1

n 3≥ とし，正n 角すいの表面を，底面に含まれないn 個の辺で切り

開いて得られる展開図を考える。正n 角すいの頂点は，展開図において

は，異なるn 個の点になっている。ここでは，これらのn 個の点を通る

円の半径が 1 であるような，正n 角すいのみを考えることにする。

(1) 各n に対して，このような正n 角すいの体積の最大値 nv を求めよ。

(2) lim n
n

v
→∞

を求めよ。

（注）図は，n 5= の場合の正n 角すいとその展開図の例である。



③発-1-2LTC 

n を自然数とする。半径
1

n
の円を互いに重なり合わないように半径 1 の円に外接させる。このとき，

外接する円の最大個数を na とする。 lim n

n

a

n→∞
を求めよ。



③発-1-3LTC
( )OA OB B OA,1 1 11 0= = ∠ = θ < θ < π であるような二等辺三角形O A B1 1 1 がある。

 辺A B1 1 の中点をB2 とし，辺OA 1 上にOA OB2 2= となる点A2 をとり，二等辺三角形OA B2 2 をつく

る。以下同様にして，n 2> についても二等辺三角形OA Bn n を作っていく。

 辺OAn の長さを na とおく。

(1) sin3a
4

θ
⋅ を計算せよ。

(2) lim n
n

a
→∞

を計算せよ。



③発-1-4

 半径１の円に内接する 3n 個の半径の等しい円を 図

１のように描く。さらに図 2 のように3n 個の小さな 半

径の等しい円を描く。この操作を無限に繰り返した と

そき，3n 個ずつ次々に描かれる円の面積の総和 nS と，

れらの円の円周の長さを総和 nC を求めよ。ただし，

n 2≥ とする。



③発-1-5

x−π ≤ ≤ πのとき，無限級数
( )sin sin cos sin cos sin cos2 3 n2 2 13 2 6x x x x x x x−+ ++ + + 

の和を ( )f x とする。

( )f x の増減を調べ， ( )y f x= のグラフを描け。



③発-1-6LTC

 関数 ( ) lim
n 1 n

n 1 n 1
n

3 a bx cx
f x

1 3 x

−

− −
→∞

+ −
=

+ +
は実数全体で定義され，かつ ( )f 3 3− = である。ただし，n は自然

数とする。

(1) ,,a b cの値を求めよ。

(2) 関数 ( )y f x= のグラフをかけ。



③発-1-7演習添削
 ２つの級数 n

n 1
a

∞

=
∑ ， n
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na

∞

=
∑ がそれぞれ和 , A B を持つとき，次の問いに答えよ。ただし， 1a 1= とする。

(1) ( )n n 1
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n a a
∞
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=

+∑ を , A B で表せ。
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n

n
n a 0

→∞
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